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学 校 評 価 [後期(10～２月)] 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大田市立北三瓶小・中学校 

 

 



北三瓶小・中学校 学校教育目標 

“幸せ”を求めて仲間とともに挑戦しようとする子どもの育成 

～ 次代を生き抜く力を育む ～ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 基 本 方 針 】 
◆義務教育学校移行に向けた小・中連携を加速させる（９年間を見通した教育課程の作

成／キャリア・パスポートを柱とした基礎的汎用的能力の共通理解／道徳教育・特別活

動の充実・推進による認め合い支え合う思いやりのある学級集団の育成／特別支援教育

の充実・推進)◆人権・同和教育を基底に据えた教育活動を行う(「隠れたカリキュラ

ム」を意識した言動)◆学習指導要領を確実に実施する(生きる力を育むためのさらなる

授業改善)◆〝地域の中の学校〟を意識したふるさと教育を推進する(“地域を元気づけ

る学校”“ＳＤＧｓを意識して”) 
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学校評価について           … 第１回学校運営協議会資料より 
“めざす子ども像”“めざす職員像”達成状況評価のための具体的質問項目を次のように考え、これを数値化等し 

て『学校評価』『学校関係者評価』『学校運営協議会評価』とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前述の質問項目ごとに４段階評価でのアンケートを年２回（前期：10月、後期：2月）実施する。 

 

 

 

 

◆４段階評価でのアンケート結果を集計後、〝 四者それぞれの“めざす○○像”肯定的回答の全体に対する割合〟 

を出す。その際、以下のような基準で３段階の評定等をし、次年度の重点を設定する。 

 

 

 

 

 

◆〝四者それぞれの 

“めざす○○像” 

肯定的回答の全体 

に対する割合〟を 

レーダーチャート 

に表したものを 

“めざす学校像” 

の達成状況と考え、 

このグラフを総合 

的な『学校評価』 

にしたいと考えて 

いる。 

※グラフの形が最 

大の正方形にな 

ることをめざす。 
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肯定的回答（自己評価）

学校評価結果 [後期(10～２月)]☜今年度の評価とする 
  以下の点をご了承ください。 

 

前期時点で確認をしているが… 

・予定していた評価項目の表現を若干変えているところがある。 

・「自他の肯定的回答の割合」をレーダーチャートに表せると思っていたが、難しかったため、“めざす学校 

像”の達成状況は、それぞれの〝自己評価の肯定的回答の割合〟とした。 

   ・他者評価については、４つの“めざす○○像”について行い、自己評価と列記することでその隔たりを見 

     ることとした。 

   ・保護者は、「地元保護者」「山村留学センター職員代表」「受入農家」が回答している。 

    

 

“めざす学校像”評価結果   
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「誰もが通いたくなる学校」であったかどうかの達成状況 
（自己評価の肯定的回答の割合） 

「働きたい学校」であったかどうかの達成状況 
（自己評価の肯定的回答の割合） 
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“めざす○○像”評価結果  

 

子どもの自己評価 //////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

め
ざ
す
子
ど
も
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項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする子ども 91 % 93％ A A 

学びをつなぐ子ども 83 % 82％ A A 

自他を大切にする子ども 83 % 87％ A A 

 

 

保護者による子ども評価 

め
ざ
す 

子
ど
も
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする子ども 67 % 75% B B 

学びをつなぐ子ども 68 % 75% B B 

自他を大切にする子ども 85 % 85% A A 

地域・社会による子ども評価 

め
ざ
す 

子
ど
も
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする子ども 67 % 82％ B A 

学びをつなぐ子ども 64 % 
100

％ 
B A 

自他を大切にする子ども 82 % 
100

％ 
A A 

職員による子ども評価 

め
ざ
す 

子
ど
も
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする子ども 50% 74％ B B 

学びをつなぐ子ども 61% 62％ B B 

自他を大切にする子ども 64% 77％ B B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

保護者の自己評価 /////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

め
ざ
す
保
護
者
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする保護者 88 % 90％ A A 

学び続ける保護者 75 % 78％ B B 

自他を大切にする保護者 90 % 95％ A A 

 

 

子どもによる保護者評価 

め
ざ
す 

保
護
者
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする保護者 97 % 97％ A A 

学び続ける保護者     

自他を大切にする保護者 86 % 100％ A A 

地域・社会による保護者評価 

め
ざ
す 

保
護
者
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする保護者 64 % 64％ B Ｂ 

学び続ける保護者     

自他を大切にする保護者     

職員による保護者評価 

め
ざ
す 

保
護
者
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする保護者 100% 100％ A A 

学び続ける保護者 100% 100％ A A 

自他を大切にする保護者 100% 92％ A A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

地域・社会の自己評価 ///////////////////////////////////////////////////////////////////// 

め
ざ
す
地
域
・
社
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像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする地域・社会 95 % 100％ A A 

学び続ける地域・社会 91 % 91％ A A 

自他を大切にする地域・社会 82 % 91％ A A 

 

 

子どもによる地域・社会評価 

め
ざ
す 

地
域
・
社
会
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする地域・社会 100 % 97％ A A 

学び続ける地域・社会 97 % 87％ A A 

自他を大切にする地域・社会 97 % 87％ A A 

保護者による地域・社会評価 

め
ざ
す 地

域
・
社
会
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする地域・社会 95 % 70％ A A 

学び続ける地域・社会 95 % 70％ A A 

自他を大切にする地域・社会     

職員による地域・社会評価 

め
ざ
す 

地
域
・
社
会
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする地域・社会 100% 100％ A A 

学び続ける地域・社会 100% 100％ A A 

自他を大切にする地域・社会     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

職員の自己評価 /////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

め
ざ
す
職
員
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする職員 84 % 94％ A Ａ 

学び続ける職員 71 % 85％ B Ａ 

自他を大切にする職員 76 % 90％ B Ａ 

 

 

子どもによる職員評価 

め
ざ
す 

職
員
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする職員 97 % 90％ A Ａ 

学び続ける職員 79 % 70％ B Ｂ 

自他を大切にする職員 90 % 90％ A Ａ 

保護者による職員評価 

め
ざ
す 

職
員
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする職員 95 % 98％ A Ａ 

学び続ける職員 90 % 85％ A Ａ 

自他を大切にする職員 55 % 60％ B Ｂ 

地域・社会による職員評価 

め
ざ
す 

職
員
像 

項    目 
肯定的回答 評 価 

前 期 後 期 前 期 後 期 

人と人とのつながりを大切にする職員 100 % 100％ A Ａ 

学び続ける職員 73 % 91％ B Ａ 

自他を大切にする職員 82 % 82％ A Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 学校評価・後期結果一覧  
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＜評価の見方＞ 

 
 
 

※ 必ずしも３者評価ではない 

 
A 

 
A 

 
A 

 
B 

自己評価 

他の3者による評価 

自己評価と他

者評価にずれ

がある項目 

地域からの評価が上がった 

Ｂ ⇒ Ａ 

前期と評価が 

変わった箇所 

A 

自己評価が上がった    

地域からの評価が上がった

Ｂ ⇒ Ａ 



 

 

 評価結果からわかるよい点  
 ☆ 評価が下がる項目がひとつもなかった 

 ☆ ほとんどが「Ａ」評価であった 

 

評価結果からわかる課題  
＜子どもに関すること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす学校像】（子どもの自己評価） 

「北三瓶小・中学校は、 

『誰もが通いたくなる学校』である」  

⇒  肯定的意見が６７％の   Ｂ 評価  

子どもの自己評価 「自分のことが好きだ」 

⇒  肯定的意見 前期 45％ Ｃ 評価 

             後期 ６０％ Ｂ 評価 

 
総合的な評価は上がってはいるが、評価項目ひ

とつひとつを見ていくと、否定的意見が増えている

自己評価項目が７つもある。 
 その中のひとつ… 

評価項目「自分の考えをまとめたり伝えたりすることは好きだ」 

      前期：７９％ Ｂ評価 ⇒ 後期：６３％ Ｂ評価 

前期：62％Ｂ評価 

昨年度評価項目「学校に来るのが楽しい」…前期：73％ Ｂ評価 ⇒ 後期：87％Ａ評価 



 

 

 

 

 

 
 

＜保護者に関すること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域・社会に関すること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜職員に関すること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

次年度への申し送り（案） 

 

 

 

 
 

※ 自由意見に対する回答等は別紙参照 

【めざす学校像】（保護者自己評価） 

「北三瓶小・中学校は、『子どもを通わせたい学校』である」 

⇒  否定的意見がある［前期も後期も１］  

地域・社会自己評価項目の否定的意見が減少しなかった（コミュ

ニティ・スクールの件や子どものことを話題にすること等）こと等 

  ⇒ 義務教育学校等に関する情報等が流れない現状に憂い 

 ⇒  学校の存続を通して、地域の未来を考える必要性 

評価項目「子どもたちは〝会話が上手である〟と思う」及び「子ども

たちは〝宿題や勉強を自主的にしている〟と思う」の評価が両方とも 

４６％のＣ評価であった。 

⇒ その指導や環境をつくることが十分できなかった証し 

学年・学級別に分析した際、評価が下がっている項目があるにも

かかわらず、自由意見が出てきていない状況がある。  

  ⇒ 学校・職員に対する不信感!? 

◉ 信頼される学校になるために 
～ 学校教育全体を通した 人間(友だち)関係醸成のための具体策 ～ 

～ 子どもたちに確かな力をつける指導(不断の授業改善) ～ 

◉ 義務教育学校移行の具体について 
～ それに伴う各種組織等の見直し ～ 


